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このところのAI の進化には目覚ましいものがある．大
規模言語モデルに基づく自然言語処理AI の ChatGPTは
皆さんご承知のとおりだが，この編集後記を書いている時
期にテキスト指示で高精細な動画を生成する新しいツール
「Sora」を OpenAI が発表した．データ生成系のAI はだ
いぶ進んできた．人が言語で頼めるという意味では人との
インタラクションまででき始めているという点が革新的で
ある．言語はアナログな実空間から情報空間へ移しやすい
情報伝達経路であることが，この革新につながっているも
のと考察できる．コロナ禍で始まったリモート会議でも
言語だけの情報でよければ十分であることもわかった一
方，「対面」ならではの情報伝達経路やインタラクション
も重要であることは最近われわれはよく体験している．
本特集号は人とロボットが違和感なく共存する社会を
実現するには，「柔らかいロボット」が必須であり，「対面」
のインタラクション技術の向上を目指したものである．そ

のような柔らかいロボット実現のため，物理的な柔らかさ
を与えるメカニズムの議論から，人との心理的な繋がりを
もたらす「柔らかさ」とはどのように制御するべきなのか
議論を深める内容となっている．この場合，制御対象はロ
ボット自体にとどまらず，自己効力感や安心感といった人
の心理的な側面，さらには人の気づき，そしてそのような
ロボットはわれわれの未来をどう変えうるのか，といった
従来のロボット制御の枠組みを大きく超え「ヒトを制御す
る」という概念に踏み込んだものとなっている．企画の方
向性や執筆者を決めるにあたって，ゲストエディタを引き
受けいただいた下田真吾先生に多くのご意見を賜りまし
た．また原稿の執筆にあたってはムーンショットプロジェ
クト PMの平田泰久先生や参画されているプロジェクト
メンバーの方々から貴重な研究成果について解説していた
だくことができ改めて感謝申し上げたい．
 （林部　充宏　記）
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